
申立書記載例１ 

本案の開示命令の申立てと提供命令の申立てとを一通の書面で行う場合の記載例 

ただし、この記載例は、本案の開示命令の申立てにより開示を求める発信者情報に特定発信者

情報（プロバイダ責任制限法５条１項柱書、同法施行規則３条）を含まない場合のものであり、

あくまでサンプルとしての一例である。 

（収入印紙）  

 

発信者情報開示命令申立書兼提供命令申立書  

 

令和○年○月○日    

 

東京地方裁判所民事第９部  御中  

 

 申立人手続代理人弁護士    甲  野  太  郎   印  

 

   当事者の表示  別紙当事者目録（略）記載のとおり  

 

発信者情報開示命令申立事件  

提供命令申立事件  

 

申立ての趣旨  

１  発信者情報開示命令の申立て  

相手方は、申立人に対し、別紙発信者情報目録記載の情報を開示せよ  

との裁判を求める。  

２  提供命令の申立て  

別紙主文目録記載の裁判を求める。  

申立ての原因  

第１  当事者  

１  申立人は、（略）である。  
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２  相手方 1は、特定の話題事項に対してコメントを投稿することのでき

る機能が付いたインターネットで閲覧可能なサイトである「○○」（以

下「本件サイト」という。）を設置、運営し、そのシステムを管理する

株式会社である（甲○）。  

 

第２  発信者情報開示命令の申立て 2 

１  侵害情報の流通  

  本件サイトには、氏名不詳者によって、別紙投稿記事目録記載の記

事（以下「本件記事」という。）が投稿された（甲○）。  

２  開示関係役務提供者該当性  

  本件記事の投稿に係る情報は、相手方の用いる電気通信設備を通じ

て電気通信によって送信され、本件サイトにアクセスする不特定の者

によって受信されることとなる。  

したがって、相手方は、特定電気通信役務提供者の損害賠償責任の制

限及び発信者情報の開示に関する法律（以下「プロバイダ責任制限法」

という。）５条１項柱書に規定する特定電気通信役務提供者（開示関係

役務提供者）に当たる。  

 ３  発信者情報の保有  

 相手方は、別紙発信者情報目録記載の情報を保有している。  

４  プロバイダ責任制限法５条１項１号及び２号該当性  

(1) 権利侵害の明白性  

別紙権利侵害の説明記載のとおり  

                                                      

1  いわゆるコンテンツプロバイダを相手方とする場合の記載例である。  
2  本件は、特定発信者情報以外の発信者情報の開示を求める事案であるため、プロ

バイダ責任制限法５条１項３号の要件（補充性の要件）の主張立証は不要である。

特定発信者情報の開示を求める場合には、補充性の要件の主張立証を要する。  
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(2) 開示を受けるべき正当な理由  

（略）  

５  小括  

よって、申立人は、プロバイダ責任制限法８条、５条１項に基づき、

別紙発信者情報目録記載の情報の開示命令を求める。  

 

第３  提供命令の申立て 3 

別紙発信者情報目録記載１及び２の情報（いわゆるアクセスログの

情報）の開示命令による開示を待っていては、経由プロバイダにおける

アクセスログの保存期間を徒過し、上記アクセスログの情報を用いて

本件記事の発信者を特定することができなくなるおそれがある。  

よって、申立人は、プロバイダ責任制限法１５条１項 4に基づき、別

紙申立ての趣旨目録記載の提供命令を求める。  

 

附属書類  

１  申立書写し  １通  

２  証拠説明書  １通  

３  甲号各証の写し  各１通  

４  相手方の資格証明書  １通  

５  手続代理委任状  １通  

  

                                                      

3  本件は特定発信者情報の開示請求を含まないため、プロバイダ責任制限法５条１

項３号の補充性の要件の主張疎明は不要である。  
4  本件と異なり、特定発信者情報の開示請求を含む場合には、上記注３の補充性の

要件の主張疎明を要するほか、プロバイダ責任制限法１５条２項の読み替えが生じ

ることに注意する。  
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（別紙）  

発信者情報目録 5 

 

１  別紙投稿記事目録記載の記事が投稿された際のＩＰアドレス  

２  前項のＩＰアドレスを割り当てられた電気通信設備から相手方の用い

る特定電気通信設備に上記記事に係る情報が送信された年月日及び時刻  

  

                                                      

5  この記載例は、侵害情報の送信に係るＩＰアドレスとタイムスタンプの開示命令

を求める場合のものである。相手方の保有が見込まれるなどの事案に応じて、開示

を求める発信者情報を検討することになる。  
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（別紙）  

投稿記事目録 6 

 

閲覧用ＵＲＬ  http://○○○  

話題事項のタイトル  ○○○  

投稿番号  〇〇〇  

投稿日時  ○○年○○月○○日○○時○○分  

投稿内容  ○○○  

  

                                                      

6  投稿記事を特定するため必要な要素は、相手方の運営するサイトごとに異なる。

例えば、特定要素として投稿内容が不要なサイトもあれば、閲覧用ＵＲＬに加えて

投稿者ＵＲＬをも要するサイトもある。  
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（別紙）  

主文目録  

 

１  相手方は、申立人に対し、次のイ又はロに掲げる場合の区分に応じ、

当該イ又はロに定める事項を書面又は電磁的方法により提供せよ。  

イ  相手方が、別紙発信者情報目録記載の情報のうち相手方が保有する

ものにより、別紙投稿記事目録記載の情報に係る他の開示関係役務提

供者（当該情報の発信者であると認められるものを除く。以下同じ。）

の氏名又は名称及び住所（以下「他の開示関係役務提供者の氏名等情

報」という。）の特定をすることができる場合  当該他の開示関係役務

提供者の氏名等情報  

ロ  相手方が、別紙発信者情報目録記載１ 7の情報を保有していない場合

又は保有する当該情報により上記イに規定する特定をすることができ

ない場合  その旨  

２  相手方が、前項の命令により他の開示関係役務提供者の氏名等情報の

提供を受けた申立人から、申立人が当該他の開示関係役務提供者に対し

て別紙投稿記事目録記載の情報についての発信者情報開示命令の申立て

をした旨の書面又は電磁的方法による通知を受けたときは、相手方は、

当該他の開示関係役務提供者に対し、別紙発信者情報目録記載の情報 8の

うち相手方が保有するものを書面又は電磁的方法により提供せよ。   

                                                      

7  主文目録１項ロの参照対象となる発信者情報は、開示命令の申立てに係る発信者

情報のうち、プロバイダ責任制限法施行規則７条に定めるものに限ると解される

（プロバイダ責任制限法１５条１項１号ロ）。本件は同施行規則７条２号の場合に

当たるので、同施行規則２条５号から７号まで及び１４号に掲げる情報のうち、開

示命令申立てに係るものを記載する。タイムスタンプ（同条８号）は除外すべきこ

とに注意する。  
8  本件では問題とならないが、主文目録２項の対象となる情報は、同施行規則２条

５号から１４号までの情報に限られ、同条１号から４号までの情報は類型的に対象

外となると解されることに注意する。  
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（別紙）  

権利侵害の説明  

 

次のとおり、本件記事の投稿によって申立人の名誉が侵害されたことが

明らかである。  

１  本件記事において言及されている〇〇が申立人を指していること（同

定可能性）  

（略）  

２  本件記事の投稿により申立人の社会的評価が低下したこと  

本件記事は、申立人が……との事実 9を摘示するものであって、申立人

が……であるとの印象を与えるから、申立人の社会的評価を低下させる

ものである。  

具体的には…（略）  

３  本件記事の投稿につき違法性阻却事由の存在をうかがわせる事情がな

いこと 10 

（略）  

以上  

                                                      

9  事実の摘示による名誉毀損と意見論評による名誉毀損とでは、判断枠組みが異な

る。当該記事が、証拠等をもってその存否を決することが可能な他人の事項を主張

するもの（当該事項について事実の摘示をするもの）と理解されるか否かに留意

し、事実の摘示と意見論評の主張とを区別する。  
10  この要件は申立人が主張立証すべき事項である。  


